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◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
月
二
十
九
日（
日
）

　

行　

先　

南
信
州
（
飯
田
市
・
奈
良
井
宿
）

　

参
加
者　

一
一
四
名
（
内
会
員
外
四
十
四
名
）

　

朝
七
時
五
十
分
一
宮
を
出
発
。
名
神
高
速
・
中

央
自
動
車
道
を
走
り
「
飯
田
市
美
術
博
物
館
」
へ
。

菱
田
春
草
の
作
品
等
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
、
天
竜

川
畔
の
「
よ
し
乃
亭
」
に
て
懇
親
昼
食
会
。
午
後

か
ら
は
、
奈
良

井
宿
へ
。
こ
の

時
期
に
は
珍
し

い
台
風
の
接
近

に
よ
り
、
思
い

出
に
残
る
旅
と

な
り
ま
し
た
。

◉
第
六
十
三
回
一
宮
支
部
展

　

会　

期　

十
一
月
二
十
五
日（
土
）～
二
十
六
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

出
品
者　

支
部
員　

二
〇
五
名

　
　
　
　
　

青
年
部　
個
人
三
名　

五
団
体
七
十
八
名

　

第
七
十
二
回
一
宮
市
芸

術
祭
参
加
事
業
の
一
環
で

あ
り
、
本
部
か
ら
は
理
事

長
関
根
玉
振
先
生
は
じ

め
、
副
理
事
長
伊
藤
仙
游

先
生
、
同
岡
野
楠
亭
先

生
、
同
松
下
英
風
先
生
、

事
務
局
長
大
池
青
岑
先
生

の
賛
助
出
品
を
賜
り
ま
し

た
。
陳
列
作
業
も
手
際
よ

く
進
み
、
一
宮
支
部
員
の

「
一
致
団
結
」を
痛
感
致
し

ま
し
た
。
短
期
間
で
し
た

が
、
深
遠
な
芸
術
の
森
を

散
策
す
る
こ
と
が
出
来
、

良
き
学
び
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

◉
第
四
十
六
回
一
宮
支
部
学
生
書
道
展

　
支
部
展
と
同
時
開
催　
　

総
出
品
点
数　

三
、三
八
三
点

　

会
場
は
多
く
の
出
品
者
や
ご
家
族
で
賑
わ
い
、

充
実
し
た
「
目
の
勉
強
」「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」
の

場
と
な
り
、
各
々
が
作
品
を
見
入
る
真
剣
な
眼
差

し
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
平
素
味
わ
う
事
の

な
い
、
好
き
な
色
を
使
っ
て
思
い
思
い
の
文
字
や

言
葉
を
表
現
す
る
「
新
年
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
イ
ベ

ン
ト
」
も
好
評
で
し
た
。

◉
支
部
講
演
会

　

日　

時　

二
月
二
十
五
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

講　

師　

一
宮
支
部
第
八
代
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
山
雪
峰
先
生

　

演　

題　
「
書
の
い
ろ
い
ろ
〈
笔
研
叢
話
〉」

　
　
　
　
　

―
書
と
は
・
美
し
い
文
字
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
部
書
壇
の
変
遷
―

　

聴
講
者　

一
六
七
名
（
内
会
員
外
二
十
七
名
）

　

亀
山
先
生
の
長
年
に
亘
る
総
合
的
な「
書
」の
研

究
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
書
と
文
字
の
成
り

立
ち
及
び
意
味
を
始
め
、美
し
い
文
字
の
原
則
、作

品
づ
く
り
の
原
則
。
更
に
、書
は
時
代
に
よ
っ
て
変

わ
る
と
い
っ
た
内
容
等
を
事

細
か
に
お
話
を
い
た
だ
き
、

書
道
愛
好
家
は
勿
論
、
斯
道

に
関
わ
る
方
々
に
と
っ
て
貴

重
な
学
び
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

◉
支
部
集
会
・
交
流
会

　

日　

時　

二
月
二
十
五
日（
日
）

　

会　

場　
支
部
集
会　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
交
流
会　

真
清
田
神
社
参
集
殿

　

出
席
者　
支
部
集
会　

一
二
三
名　

交
流
会　

一
一
三
名

　

集
会
は
、
本
部
よ
り
理
事
第
一
経
理
部
長
横
井

宏
軒
先
生
、
監
事
第
一
企
画
部
兼
Ｉ
Ｔ
部
部
長
佐

野
翠
峰
先
生
に
ご
臨
席
賜
り
、
二
十
九
年
度
事
業

報
告
と
三
十
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
お
い
て
は
、
本
部
の
先
生
方
に
加
え
、

地
元
議
員
の
先
生
方
、
一
宮
市
教
育
委
員
会
教
育

長
、
協
賛
会
員

の
方
々
な
ど
多

く
の
御
来
賓
を

お
迎
え
し
、
和

や
か
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

◉
第
五
十
一
回
半
田
支
部
展

　

会　

期　

九
月
三
十
日（
土
）～
十
月
一
日（
日
）

　

会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　

出
品
数　

一
二
〇
点

　

本
部
か
ら
関
根
玉
振
理
事
長
、
伊
藤
仙
游
副
理

事
長
、
岡
野
楠
亭
副
理
事
長
、
松
下
英
風
副
理
事

長
、
大
池
青
岑
事
務
局
長
の
玉
作
を
賛
助
出
品
し

て
い
た
だ
き
、
会
場
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
半
田
支
部
展
も
回
を
重
ね
る
度
に
個
性

的
、
意
欲
的
な
作
品
が
増
え
、
見
応
え
の
あ
る
展

覧
会
が
で
き
ま
し
た
。

◉
第
三
回
公
開
書
道
研
修
会

　

日　

時　

十
月
一
日（
日
）

　

会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　

講　

師　

本
部
庶
務
部
長　

村
瀬
俊
彦
先
生

　

参
加
者　

五
十
五
名

　

本
年
は
「“
か
な
”
あ
れ
こ
れ
」
を
テ
ー
マ
に
、

村
瀬
先
生
よ
り
古
典
の
お
話
、
そ
し
て
先
生
が
収

集
さ
れ
た
貴
重
な
墨
・
料

紙
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
の
勉
強
、
そ
の
後
、

実
技
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
短
い
時
間
で
し
た

が
参
加
者
の
方
々
に
は
、

大
変
満
足
し
て
い
た
だ
け

た
よ
う
で
し
た
。

◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
一
月
十
二
日（
日
）

　

行　

先　

篠
田
桃
紅
美
術
空
間
・
熊
谷
守
一
記
念
館

　

参
加
者　

三
十
九
名

　

本
年
は
、
台
風
の
接
近
に
よ
り
九
月
十
七
日
の

予
定
を
十
一
月
十
二
日
に
変
更
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
お
か
げ
で
紅
葉
の
き
れ
い
な
時
期
に
な
り
バ

ス
は
一
路
、
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
へ
。
会
場
は

「
百
の
譜
―
渡
米
一
九
五
六
―
五
八
」
と
題
し

て
、
書
か
ら
墨
象
へ
と
桃
紅
独
自
の
表
現
ス
タ
イ

ル
を
確
立
す
る
転
機

と
な
っ
た
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
挑
戦
の

紹
介
と
、
そ
の
前
後

時
代
の
展
示
作
品
を

鑑
賞
。
昼
食
後
、
熊

谷
守
一
つ
け
ち
記
念

館
で
作
品
鑑
賞
。
洋

画
、
日
本
画
、
書
、

墨
絵
、
版
画
等
、
作

品
か
ら
先
生
の
人
生

の
生
き
ざ
ま
が
表
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
画
壇
の
仙
人
で

あ
る
。
そ
の
後
、
馬
籠
宿
を
自
由
散
策
し
、
深
ま

り
行
く
秋
を
満
喫
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

◉
支
部
集
会
・
講
演
会

　

日　

時　

三
月
四
日（
日
）

　

会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

支
部
集
会　

参
加
者　

六
十
六
名

　

本
部
よ
り
松
下
英
風
副
理
事
長
、
天
野
白
雲
総

務
部
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
二
十
九
年
度
事
業
報

告
、
会
計
中
間
報
告
、
三
十
年
度
事
業
計
画
、
予

算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会　

参
加
者　

六
十
四
名

　

集
会
終
了
後
、
同
会
場
で
西
山
浄
土
宗
天
龍
山

常
楽
寺	

住
職	

榊
原
是
宏
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
「
常
楽
寺
」
と
い
う
演
題
で
、
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
め
に
、仏
教
の
特
色
に
つ
い
て
、

常
楽
寺
と
徳
川
家
康
、
家
康
公
三
度
来
山
た
だ

し
、
常
楽
寺
文
書
に
は
二
度
目
に
寄
っ
た
と
さ
れ

る
本
能
寺
の
変
の
時
に
は
記
載
が
な
い
。
常
楽
寺

の
御
本
尊
さ
ま
に
つ
い
て
、

そ
の
お
姿
の
意
味
を
詳
し
く

お
話
を
い
た
だ
い
た
。
そ
し

て
最
後
は
、
仏
と
は
、
全
て

の
人
は
仏
の
種
を
宿
し
、
命

終
わ
れ
ば
全
て
の
人
が
仏
に

な
る
と
説
く
。
あ
り
が
た
い

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研 修 会 風 景

支 部 集 会

研　修　旅　行

研修旅行支　部　展学生書道展

講　演　会支部集会／交流会

支
部
だ
よ
り
（ 

平
成
二
十
九
年
度

） 

　
下
半
期

一
宮
支
部 

支
部
長 

川
浦
碧
濤

半
田
支
部 

支
部
長 

山
内
江
鶴
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◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
一
月
十
二
日（
日
）

　

行　

先　

信
州
康
耀
堂
美
術
館
を

　

目　

的	

訪
ね
る
秋
の
旅　

　

参
加
者　

三
十
名

　

Ｊ
Ａ
ひ
だ
を
七
時
に
出
発
し
た
バ
ス
は
中
津
川

市
役
所
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
会
員
を
乗
せ
、
中

央
高
速
道
路
で
長
野
方
面
へ
向
い
ま
し
た
。
初
め

に
諏
訪
大
社
本
宮
を
参
拝
し
御
祓
を
し
て
戴
き
ま

し
た
。
次
に
峠
の
釜

め
し
で
昼
食
を
と
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
野
県
茅
野
市
に
あ

り
ま
す
康
耀
堂
美
術

館
の
作
品
を
鑑
賞
致

し
ま
し
た
。
康
耀
堂

美
術
館
は
八
ヶ
岳
の

麓
、
蓼
科
高
原
の
入

口
、
六
千
坪
の

森
の
中
に
佇
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
こ
の
初
代
館

長
は
佐
鳥
康
郎

氏
、
佐
鳥
氏
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
美
術

館
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
佐
鳥

氏
没
後
二
〇
〇

五
年
八
月
に
京

都
造
形
芸
術
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
後
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
、
現
館
長
は
千
住
博
氏
が
、
ご
就
任

さ
れ
て
お
い
で
で
す
。
作
品
の
中
に
は
、
非
常
に

珍
ら
し
い
高
山
辰
雄
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
や
草
原
の

朝
の
絵
画
、
横
山
大
観
、
川
端
龍
子
、
中
島
千
波

の
桜
の
絵
な
ど
数
多
く
の
名
品
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
お
気
に
入
り
の
作

品
を
何
度
も
観
た
り
感
想
を
交
流
し
合
っ
た
り
し

て
熱
心
に
鑑
賞
し
て
み
え
ま
し
た
。
心
を
残
し
た

ま
ま
帰
路
に
向
い
ま
し
た
が
、
美
術
館
の
近
く
に

は
、
縄
文
時
代
中
期
の
集
落
が
構
成
さ
れ
た
代
表

的
な
遺
跡
の
尖
石
遺
跡
が
あ
り
、
そ
こ
も
見
学
し

た
か
っ
た
な
と
個
人
的
に
は
思
い
ま
し
た
。
で
も

時
間
的
に
は
無
理
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
途

中
蓼
科
高
原
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
工
房
を
見
学
し
一
日

の
旅
を
終
え
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
諏
訪
神
社

に
詳
し
い
会
員
さ
ん
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
お
聞
き

し
た
り
、
会
員
さ
ん
相
互
の
交
流
が
出
来
た
り
、

楽
し
く
有
意
義
な
研
修
旅
行
が
出
来
ま
し
た
。
感

謝
で
す
。	

（
文
責　

中
垣
幸
聲
）

◉
第
一
回
広
報
委
員
会

　

日　

時　

十
二
月
十
七
日（
日
）

◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
月
二
十
九
日（
日
）

　

行　

先　

信
楽
陶
芸
村
・
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

参
加
者　

三
十
九
名

　

台
風
接
近
の
悪
天
候
の

中
、
滋
賀
県
信
楽
陶
芸
村
に

向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
信

楽
陶
芸
村
で
は
、
登
り
窯
の

前
で
信
楽
焼
と

た
ぬ
き
に
つ
い

て
職
人
さ
ん
の

楽
し
い
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
近
江

牛
鍋
の
昼
食
を

い
た
だ
き
、
見

学
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ミ
ホ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
山
道

を
登
っ
た
先
の
山
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
棟
で
バ
ス
を
降
り
美
術
館
棟
ま
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
歩
き
ま
し
た
。
光
や
音
に
工
夫
さ
れ
た

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
目
の
前
に
美
術
館
棟
が
現

れ
、
入
り
口
ま
で
の
渓
谷
を
渡
る
橋
は
ま
さ
に
桃

源
郷
へ
誘
う
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
し
た
。「
曜

変
天
目
茶
碗
」「
カ
メ
オ
装
飾
杯
」「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏

立
像
」
等
々
、
た
く
さ
ん
の
日
本
古
美
術
や
世
界

の
古
代
美
術
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◉
支
部
講
習
会

　

日　

時　

一
月
二
十
八
日（
日
）
午
後
一
時
半

　

会　

場　

豊
川
市
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
講
義
室

　

講　

師　

陶
芸
家　

内
藤
常
次
氏

　

内　

容　

陶
印
制
作

　

参
加
者　

四
十
八
名

　

講
師
に
地
元
東
三
河

で
活
動
さ
れ
て
い
る
内

藤
氏
を
お
招
き
し
、
初

め
に
陶
芸
に
つ
い
て
の

講
義
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
い
て
、
各
自
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

た
文
字
や
図
柄
で
印
稿
を
作
り
、
印
柱
に
転
写
し

て
印
面
を
掘
る
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者

全
員
の
集
中
力
が
会
場
に
溢
れ
、
終
了
時
刻
に
気

が
つ
か
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
制
作
し
た
作
品
は
講

師
の
先
生
の
元
で
釉
薬
を
施
さ
れ
、
本
焼
き
を
し

て
か
ら
参
加
者
の
手
元
に
届
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◉
支
部
選
抜
展

　

会　

期　

一
月
三
十
日（
火
）～
二
月
四
日（
日
）

　

会　

場　

豊
川
市
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
一
室

　

出
品
数　

七
十
三
点　
　

入
場
者　

九
〇
八
名

　

顧
問
の
寺
田
樹
風
、黒
川
双
嶺
、村
田
華
穂
、権

田
穂
園
各
先
生
方
、
参
与
の
鈴
木
瑞
象
、
内
藤
大

旺
各
先
生
方
に
玉
作
を
出
品
し
て
い
た
だ
き
、
各

社
中
か
ら
は
会
員
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
会

場
の
都
合
で
作
品

の
大
き
さ
が
例
年

よ
り
小
さ
く
な
り

ま
し
た
が
、
多
く

の
書
道
を
愛
す
る

方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
盛
会
の
う

ち
に
最
終
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

講習会風景

研　修　旅　行

研　修　旅　行

選　　抜　　展

東
三
河
支
部 

支
部
長 

林
田
虎
峰

濃
飛
支
部 

支
部
長 

石
原
聲
風
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◉
支
部
集
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

　

日　

時　

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日（
日
）

　

会　

場　

ア
ス
ト
ビ
ル
第
一
会
議
室
・
松
重

　

本
部
よ
り
関
根
玉
振
理
事
長
、
岡
野
楠
亭
副
理

事
長
、
松
下
英
風
副
理
事
長
ご
臨
席
の
も
と
、
年

間
事
業
計
画
、
報
告
（
十
一
月
十
五
日
か
ら
開
催

の
支
部
展
に
つ
い
て
の
詳
細
）、
会
計
報
告
が
な

さ
れ
、
四
十
五
名

の
出
席
者
か
ら
の

承
認
を
得
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
講

師
の
春
日
井
道
風

記
念
館
・
館
長
の

落
合
哲
先
生
を
お

迎
え
し
て
講
演
会

を
開
催
。「
小
野

道
風
に
つ
い
て
」

の
興
味
深
い
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

小
野
道
風
を
、「
み
ち
か
ぜ
」
か
「
と
う
ふ
う
」
と

読
む
か
の
素
朴
な
疑
問
に
も
お
答
え
頂
き
「
一
芸

に
秀
で
た
人
を
音

読
み
に
す
る
」
と

い
う
時
代
の
背
景

も
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
道
風

の
人
と
な
り
、
伝

説
と
経
歴
、
そ
し

て
書
の
特
徴
な

ど
、
一
同
、
熱
心

に
聴
講
致
し
ま
し

た
。

　

来
年
度
の
中
南

◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
一
月
十
二
日（
日
）

　

行　

先　
	

道
風
記
念
館
と
日
比
野
五
鳳
記
念
館	

他

　

参
加
者　

三
十
七
名

　

行
程
は
近
鉄
四
日
市
駅
前
と
桑
名
駅
前
で
参
加

者
を
乗
せ
東
名
高
速
道
路
を
通
り
春
日
井
市
へ
。

道
風
記
念
館
で
は
館
長
さ
ん
よ
り
道
風
に
つ
い
て

の
お
話
を
お
聞
き
し
た
後
、
企
画
展
「
書
の
魅
力

展
」
を
鑑
賞
し
、
作
品
を
身
近
で
観
る
事
で
魅
力

的
な
線
を
引
く
時
の
息
遣
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

名
鉄
小
牧
ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
を
食
べ
た
後
、
昭

和
の
か
な
書
道
の
最
高
峰
の
日
比
野
五
鳳
先
生
の

記
念
館
へ
、
日
比
野
先
生
の
空
間
の
使
い
方
や
行

の
流
れ
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
感
動
し
、
ま
た
神

戸
町
役
場
の
玄
関
壁
書
の
山
上
憶
良
の
「
子
ら
を

思
う
歌
」
は
圧
巻
で
し
た
。

　

最
後
は
大
垣

の
奥
の
細
道
む

す
び
の
地
記
念

館
へ
。
入
口
近

く
の
バ
ナ
ナ
の

木
に
珍
し
い
花

が
咲
い
て
い
る

の
を
係
の
人
に

教
え
て
頂
い
た

後
、
中
に
入
り

松
尾
芭
蕉
の
奥

の
細
道
の
旅
に

つ
い
て
の
迫
力

の
あ
る
３
Ｄ
の

映
像
を
見
ま
し

た
。
学
芸
員
の

方
か
ら
芭
蕉
紀

勢
の
研
修
旅
行
に
は
道
風
記
念
館
に
伺
い
た
い

と
、
そ
の
時
に
は
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
祈
念
し
て
、
出
席
者
の
賛
同
を
得
て
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
津
駅
前
の
「
松
重
」
に

席
を
移
し
、
和
気
藹
々
の
裡
に
懇
親
会
を
終
え
ま

し
た
。	

（
文
責　

中
村
翠
雲
）

◉
支
部
展

　

会　

期　

平
成
二
十
九
年
十
一
月

	

十
五
日（
水
）～
十
九
日（
日
）

　

会　

場　

三
重
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

出
品
数　

一
六
一
点

　

入
場
者　

六
八
二
名

　

本
部
の
先
生
方
の
玉
作
に
加
え
、
中
南
勢
支
部

に
籍
を
置
か
れ
る
鬼
頭
翔
雲
名
誉
副
会
長
の
力
強

い
作
品
も
会
場
に
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。
今

回
は
中
高
生
、
小
学

生
の
学
生
作
品
も
募

集
、
展
示
し
て
家
族

連
れ
の
方
々
も
多
く

会
場
が
賑
わ
い
ま
し

た
。

	（
文
責　

谷　

鴻
風
）

行
文
の
文
体
の
変
化
の
解
説
を
し
て
頂
き
、
そ
の

後
、
お
土
産
を
買
い
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

書
に
つ
い
て
の
知
識
を
高
め
ら
れ
る
有
意
義
な

旅
で
し
た
。

◉
講
習
会

　

日　

時　

二
月
十
一
日（
日
）

　

会　

場　

じ
ば
さ
ん
三
重

　

講　

師　

㈲
進
誠
堂　

伊
藤
晴
信
氏

　

参
加
者　

四
十
名

　

ま
ず
初
め
に
写

真
を
見
せ
て
頂
き

な
が
ら
墨
づ
く
り

の
工
程
の
お
話
の

後
、
墨
は
湿
度
に

弱
く
七
ヶ
月
半
の

間
に
一
年
分
の
墨

を
造
る
、
ま
た
墨

職
人
で
伝
統
工
芸

士
と
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
墨
づ
く
り
に
お
い
て

全
て
の
工
程
を
一
人
の
職
人
が
す
る
鈴
鹿
墨
だ
け

で
、
し
か
も
鈴
鹿
墨
を
製
造
し
て
い
る
の
は
進
誠

堂
さ
ん
一
軒
だ
け
と
い
う
お
話
や
、
一
分
で
磨
れ

る
墨
、
ラ
メ
入
り
の
墨
、
眉
墨
、
壁
に
墨
で
塗
装

す
る
、
布
を
染
め
る
、
墨
入
り
の
ク
ッ
キ
ー
な
ど
、

書
道
だ
け
で
は
な
く
い
ろ
い
ろ
な
用
途
に
使
用
さ

れ
て
い
る
事
な
ど
色
々
と
墨
に
つ
い
て
知
識
を
得

ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
墨
は
書
作
品
の
種
類
に

よ
っ
て
、
重
い
墨
、
軽
い
墨
を
使
い
分
け
、
思
い

描
い
て
い
る
作
品
の
墨
を
選
ん
で
頂
け
る
と
の
事

な
の
で
一
度
進
誠
堂
さ
ん
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
講
義
は
と
て
も
興
味
深
い
話
ば
か
り
で
参

加
者
は
終
始
熱
心
に
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

講
義
の
後
、
有
機
顔
料
の
入
っ
た
墨
で
、
寸
松

庵
色
紙
に
受
講
生
が
思
い
思
い
の
字
を
書
い
て
楽

し
み
ま
し
た
。	

（
文
責　

伊
藤
芳
香
）

懇　親　会

講 演 会 風 景

学生作品展示

支　部　展

研　修　旅　行

講 習 会 風 景

北
勢
支
部 

支
部
長 

井
口
方
燕

中
南
勢
支
部 

支
部
長 

高
根
桂
祥
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◉
研
修
旅
行

　

行　

先　

奈
良
・
薬
師
寺
と
な
ら
ま
ち
散
策

　

日　

時　

十
一
月
二
十
九
日（
水
）

　

参
加
者　

三
十
八
名

　

Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
北
口
を
朝
八
時
に
出
発
、
バ
ス
の

中
で
「
奈
良
町
お
散
歩
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
頂

き
、
ガ
イ
ド
さ
ん
よ
り
見
ど
こ
ろ
を
説
明
。
限
ら

れ
た
時
間
内
を
各
自
、
興
福
寺
、
元
興
寺
、
庚こ
う

申し
ん

堂ど
う

、
土
産
店
へ
と
散
策
致
し
、
古
き
町
並
を
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
奈
良
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
へ
と

移
動
し
、
昼
食
を
と
り
、
今
回
の
お
目
当
て
の
薬

師
寺
へ
と
向
う
そ
の
頃
よ
り
雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
し
て

来
ま
し
た
。
薬
師
寺
は
境
内
広
く
、
至
る
所
に
古

き
お
庭
と
多
く
の
伽
藍
が
相
和
し
、
初
め
金
堂
で

の
講
話
、
食じ
き

堂ど
う

の
田
淵
俊
夫
画
伯
に
よ
る
「
阿
弥

陀
三
尊
浄
土
図
」

を
中
心
と
す
る
約

五
十
米
に
わ
た

る
壁
画
、「
仏
教

伝
来
の
道
と
薬
師

寺
」
図
を
鑑
賞
し
、

行
け
ど
も
、
〳
〵

も
、
お
目
当
て
の

壁
画
は
遠
く
、
途

中
見
る
べ
き
も
の

も
、
ゆ
っ
く
り
見

る
こ
と
も
か
な
わ

ず
、
奥
へ
奥
へ
と

進
み
、
一
番
奥
に

あ
り
ま
し
た
。
玄

奘
三
蔵
院
伽
藍
内

の
平
山
郁
夫
画
伯

筆
「
大
唐
西
域

壁
画
」
は
、
昭
和

五
十
一
年

話
が
決
ま

り
、
そ
の

後
、
現
地

取
材
百
余

回
、
制
作

期
間
は
三

十
年
以
上

と
か
。
画

面
の
全
長

は
三
十
七

米
、
壁
画

十
三
米
に
中
日
、
長
安
、
イ
ン
ド
寺
院
へ
至
る
七

場
面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
鮮
か
な
色
彩
、
岳
々

し
い
山
並
が
続
く
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。
到

着
時
間
は
遅
れ
ま
し
た
が
、
良
き
晩
秋
の
旅
で
し

た
。

第
三
十
五
回 

読
売
書
法
展

当
番
審
査
員

第
七
十
回 

毎
日
書
道
展

◇
審　

査　

顧　

問　
　
　

樽　

本　

樹　

邨

◇
特
別
賞
選
考
委
員　
　
　

樽　

本　

樹　

邨

◇
当
番
審
査
員

　
〈
漢
字
部
門
〉

　
　

伊　

藤　

昌　

石　
　

伊　

藤　

仙　

游

　
　

加　

藤　

紫　

雲　
　

関　

根　

玉　

振

　
　

寺　

尾　

桑　

林

　
〈
か
な
部
門
〉

　
　

近　

藤　

浩　

乎　
　

佐
久
間　

雅　

子

　
　

古　

田　

祥　

扇　
　

山　

本　

雅　

月

　
　

吉　

澤　

有
岐
子

　
〈
篆
刻
部
門
〉

　
　

岡　

野　

楠　

亭　
　

日
比
野　

妃　

扇

◇
当
番
審
査
員

　
〈
漢
字
Ⅰ
類
〉	

河　

田　

聖　

翠

	

猪　

飼　

閑　

雲

　
〈
漢
字
Ⅱ
類
〉	

鈴　

木　

史　

鳳

	

中　

根　

海　

童

	

大　

島　

緑　

水

　
〈
近
代
詩
文
書
〉	

川　

本　

大　

幽

	

後　

藤　

啓　

太

	

原　

田　

凍　

谷

	

吉　

村　

和　

子

第
三
十
五
回
　
読
売
書
法
展

第
七
十
回
　
毎
日
書
道
展

平
成
三
十
年
度 

公
益
社
団
法
人 

中
部
日
本
書
道
会
総
会
、
功
労
者
表
彰

第
六
十
八
回 

中
日
書
道
展
入
賞
・
入
選
者

樽
本
樹
邨
名
誉
会
長
代
行 

 
 

第
四
十
九
回
東
海
テ
レ
ビ
文
化
賞
受
賞

安
藤
滴
水
名
誉
副
会
長 

 
 

第
六
十
九
回
愛
知
県
教
育
文
化
功
労
者
表
彰

平
成
三
十
年
六
月
二
十
四
日（
日
）　

ホ
テ
ル
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル

〈
予
告
・
祝
賀
懇
談
会
〉

記 念 写 真

薬 師 寺 　 風 景

薬 師 寺 金 堂

岐
阜
支
部 

支
部
長 

坪
井
景
照


